
(57)【要約】

【課題】　利用者が個々に温熱環境を調整することを可

能とするための低消費電力型の送風機能付き椅子を提供

する。

【解決手段】　着座する利用者に送風を行う機能を備え

る椅子であって、上面に空気の吸入を行う第１の空気吸

入部を有する座部、又は、前面に空気の吸入を行う第２

の空気吸入部を有する背凭れ部と、前記利用者に向けて

空気を噴出する空気噴出口と、前記第１の空気吸入部か

ら吸入した空気を前記空気噴出口に向けて送る送風手段

とを備える。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 着 座 す る 利 用 者 に 送 風 を 行 う 機 能 を 備 え る 椅 子 で あ っ て 、
　 上 面 に 空 気 の 吸 入 を 行 う 第 １ の 空 気 吸 入 部 を 有 す る 座 部 と 、 前 記 利 用 者 に 向 け て 空 気 を
噴 出 す る 空 気 噴 出 口 と 、 前 記 第 １ の 空 気 吸 入 部 か ら 吸 入 し た 空 気 を 前 記 空 気 噴 出 口 に 向 け
て 送 る 送 風 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 椅 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 着 座 す る 利 用 者 に 送 風 を 行 う 機 能 を 備 え る 椅 子 で あ っ て 、
　 前 面 に 空 気 の 吸 入 を 行 う 第 ２ の 空 気 吸 入 部 を 有 す る 背 凭 れ 部 と 、 前 記 利 用 者 に 向 け て 空
気 を 噴 出 す る 空 気 噴 出 口 と 、 前 記 第 ２ の 空 気 吸 入 部 か ら 吸 入 し た 空 気 を 前 記 空 気 噴 出 口 に
向 け て 送 る 送 風 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 椅 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 空 気 噴 出 口 が 、 肘 掛 け 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載
の 椅 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 送 風 手 段 が 、 充 電 式 の バ ッ テ リ ー に よ り 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 利 用 者 の 離 席 を 検 知 す る セ ン サ ー を 更 に 有 し 、 利 用 者 の 離 席 を 検 知 し た 場 合 に は 、 前 記
送 風 手 段 の 動 作 を 停 止 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 椅 子
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 送 風 手 段 の 風 量 を 調 整 す る た め の 操 作 手 段 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 椅 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 送 風 機 能 を 有 す る 椅 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ビ ル 内 の オ フ ィ ス や 劇 場 な ど 、 比 較 的 広 い 空 間 を 有 す る ス ペ ー ス に お け る 冷 房 は 、 室 内
の 適 所 に お い て 測 定 さ れ る 室 温 が 設 定 温 度 に 近 付 く よ う に 、 天 井 な ど の 吹 出 口 か ら 噴 出 さ
せ る 冷 風 の 温 度 や 強 度 を 調 整 す る こ と に よ り 行 わ れ て お り 、 こ の 設 定 温 度 は 、 大 多 数 の 人
が 快 適 と 感 じ る 温 度 を 目 安 に 設 定 さ れ る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 記 の よ う な 温 度 調 整 を 行 っ て も 、 例 え ば 、 冷 風 の 通 路 に 当 た る 場 所 で は 温 度
が 低 く な り 、 そ の 陰 に な る 場 所 や 外 光 に 曝 さ れ る 場 所 で は 温 度 が 高 く な る な ど 、 室 内 の 温
度 ム ラ を 完 全 に 解 消 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 室 内 の 温 度 を あ る 程 度 均 一 に 保 つ こ と が で き た と し て も 、 快 適 と 感 じ る 温 度 は 人
そ れ ぞ れ 相 違 し て お り 、 室 内 全 体 を 冷 房 す る こ と で 、 全 て の 在 室 者 が 快 適 に 過 ご せ る 環 境
を 作 る こ と は 困 難 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ５ － ６ ３ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 椅 子 の 利 用 者 が 個 々 に 自 分 に 合
っ た 温 熱 環 境 を 調 整 す る こ と を 可 能 と す る た め の 椅 子 を 提 供 す る こ と を そ の 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 椅 子 に 取 り 付 け 可 能 な 程 度 の 充 電 式 の バ ッ テ リ ー に よ り 長 時 間 に 渡 っ
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て 利 用 者 に 涼 感 を 与 え る こ と が で き る 低 消 費 電 力 型 の 送 風 機 能 を 備 え る 椅 子 を 提 供 す る こ
と を そ の 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 冷 房 の 設 定 温 度 を 比 較 的 高 温 に し て 節 電 運 転 を 行 っ た 場 合 で も 、 在 室 者
が 十 分 な 涼 感 を 得 る こ と を 可 能 と す る た め の 椅 子 を 提 供 し 、 も っ て 、 よ り 低 消 費 電 力 の 温
熱 環 境 の 調 整 シ ス テ ム を 実 現 す る こ と を も そ の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 着 座 す る 利 用 者 に 送 風 を 行 う 機 能
を 備 え る 椅 子 で あ っ て 、 上 面 に 空 気 の 吸 入 を 行 う 第 １ の 空 気 吸 入 部 を 有 す る 座 部 と 、 前 記
利 用 者 に 向 け て 空 気 を 噴 出 す る 空 気 噴 出 口 と 、 前 記 第 １ の 空 気 吸 入 部 か ら 吸 入 し た 空 気 を
前 記 空 気 噴 出 口 に 向 け て 送 る 送 風 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 椅 子 、 或 い は 、 着 座 す
る 利 用 者 に 送 風 を 行 う 機 能 を 備 え る 椅 子 で あ っ て 、 前 面 に 空 気 の 吸 入 を 行 う 第 ２ の 空 気 吸
入 部 を 有 す る 背 凭 れ 部 と 、 前 記 利 用 者 に 向 け て 空 気 を 噴 出 す る 空 気 噴 出 口 と 、 前 記 第 ２ の
空 気 吸 入 部 か ら 吸 入 し た 空 気 を 前 記 空 気 噴 出 口 に 向 け て 送 る 送 風 手 段 と を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 椅 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 本 発 明 は 、 空 気 噴 出 口 か ら 椅 子 に 着 座 す る 利 用 者 に 向 け て 送 風 を 行 う よ う に す る
こ と で 、 利 用 者 が 自 身 の 体 感 温 度 に 応 じ て 、 周 辺 の 気 流 速 度 を 調 整 で き る よ う に す る と 同
時 に 、 空 気 噴 出 口 へ 供 給 す る 空 気 を 座 部 上 面 、 及 び ／ 又 は 、 背 凭 れ 部 前 面 か ら 吸 入 す る こ
と に よ り 、 利 用 者 の 体 と 座 部 、 又 は 、 背 凭 れ 部 の 間 に 籠 も る 熱 を 除 去 し 、 よ り 効 果 的 に 利
用 者 が 涼 感 を 感 じ う る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 等 温 気 流 （ 室 内 の 空 気 を 冷 却 等 す る こ と な く 、 そ の ま ま 、 利 用 者 に 送
風 す る こ と に よ る 気 流 ） を 利 用 す る も の で あ る と と も に 、 座 部 、 及 び ／ 又 は 、 背 凭 れ 部 か
ら 吸 引 し た 空 気 を 利 用 者 に 送 風 す る 構 成 で あ る た め に 、 極 め て 少 な い 消 費 電 力 で 利 用 者 に
涼 感 を 与 え る こ と が 可 能 で あ り 、 従 っ て 、 送 風 手 段 を 椅 子 に 取 り 付 け 可 能 な サ イ ズ の 充 電
式 バ ッ テ リ ー に よ り 動 作 さ せ る よ う に し た 場 合 で あ っ て も 、 ４ ～ ６ 時 間 程 度 の 長 時 間 運 転
を 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 に は 、 椅 子 を 電 源 ケ ー ブ ル に 接 続 す る こ と が 不 要 と な
り 、 椅 子 の 移 動 性 を 確 保 す る と と も に 、 足 元 の ケ ー ブ ル で 利 用 者 が 躓 く な ど の 懸 念 を 解 消
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 椅 子 を 使 用 す れ ば 、 冷 房 の 設 定 温 度 を 比 較 的 高 温 に し て も 、 椅 子 が 備 え
る 送 風 機 能 、 及 び 、 座 部 、 及 び ／ 又 は 、 背 凭 れ 部 に お け る 空 気 吸 引 機 能 に よ り 、 利 用 者 に
十 分 な 涼 感 を 与 え る こ と が で き る た め 、 冷 房 、 及 び 、 本 発 明 の 椅 子 に 使 用 さ れ る ト ー タ ル
の 電 力 を 大 幅 に 低 減 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 送 風 に よ る 涼 感 を よ り 効 果 的 な も の と す る た め に は 、 送 風 は 利 用 者 の 胸 元 や 顔 、
或 い は 、 足 元 に 向 け て 行 う こ と が 好 ま し く 、 空 気 噴 出 口 を 肘 掛 け 部 の 例 え ば 先 端 部 分 に 設
け 、 こ の 空 気 噴 出 口 か ら 利 用 者 の 胸 元 や 顔 、 或 い は 、 足 元 に 向 け て 送 風 が 行 わ れ る よ う に
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 椅 子 に 利 用 者 の 離 席 を 検 知 す る セ ン サ ー を 設 け 、 利 用 者 の 離 席 を 検 知 し
た 場 合 に は 送 風 手 段 の 動 作 を 停 止 さ せ る よ う に す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 、 消 費
電 力 を 一 段 と 低 減 さ せ る こ と が で き 、 特 に 、 充 電 式 の バ ッ テ リ ー に よ り 送 風 手 段 を 動 作 さ
せ る よ う に し た 場 合 に は 、 バ ッ テ リ ー に よ る 送 風 手 段 の 動 作 時 間 を 延 長 す る こ と が 可 能 に
な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 送 風 機 能 を 有 す る 椅 子 に つ い て の 説
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明 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ ０ の 斜 視 説 明 図 で あ り 、 図 ２ は 、 そ の 内 部 構
造 を 破 線 に よ り 示 す 側 面 説 明 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 椅 子 １ ０
が 備 え る 肘 掛 け 部 １ ３ の 上 面 図 、 及 び 、 底 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 椅 子 １ ０ は 、 主 と し て 、 座 部 １ １ 、 背 凭 れ 部 １ ２ 、 肘 掛 け 部 １ ３ 、 及 び 、 脚 部 １ ４
よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 座 部 １ １ 、 及 び 、 背 凭 れ 部 １ ２ に は 、 そ れ ぞ れ の 上 面 、 及 び 、 前 面 側 に 開 口 し 、 送 風 機
ユ ニ ッ ト １ ５ の 吸 入 口 １ ５ ａ に 送 風 管 １ ６ を 介 し て 接 続 さ れ る 空 洞 部 １ １ ａ 、 １ ２ ａ が 形
成 さ れ て お り 、 当 該 空 洞 部 １ １ ａ 、 １ ２ ａ に は 、 連 続 気 泡 構 造 の 発 泡 樹 脂 よ り な る ク ッ シ
ョ ン １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ が 充 填 さ れ 、 ま た 、 座 部 １ １ の 上 面 、 及 び 、 背 凭 れ 部 １ ２ の 前 面 は 、
不 図 示 の 布 カ バ ー に よ り 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 肘 掛 け 部 １ ３ は 、 脚 部 １ ４ に 固 定 さ れ る 支 柱 １ ３ ａ と 、 当 該 支 柱 １ ３ ａ の 上 端 に お い て
、 図 １ 中 矢 印 Ａ に よ り 示 さ れ る 方 向 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 肘 乗 せ 板 １ ３ ｂ か ら 構 成
さ れ て お り 、 当 該 肘 乗 せ 板 １ ３ ｂ の 上 面 、 及 び 、 下 面 に は 空 気 噴 出 口 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ ら の 空 気 噴 出 口 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ は 、 肘 乗 せ 板 １ ３ ｂ 、 及 び 、 支 柱 １ ３ ａ の 内 部 に 挿
通 さ れ る 送 風 管 １ ７ を 介 し て 送 風 機 ユ ニ ッ ト １ ５ の 吹 出 口 １ ５ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た
、 空 気 噴 出 口 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ に は 、 そ れ ぞ れ の 噴 出 口 の 中 心 を 通 る 図 ３ の 紙 面 に 垂 直 な 軸
の 周 り に 回 転 可 能 と さ れ 、 か つ 、 傾 斜 を 調 整 可 能 と さ れ た 複 数 の 羽 板 １ ３ ｅ が 取 り 付 け ら
れ て お り 、 送 風 機 ユ ニ ッ ト １ ５ か ら 送 ら れ る 空 気 の 噴 出 方 向 の 調 整 を 行 い う る よ う に さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 肘 乗 せ 板 １ ３ ｂ の 一 方 の 上 面 に は 、 送 風 機 ユ ニ ッ ト １ ５ の 電 源 の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 、
及 び 、 風 量 設 定 を 可 能 と す る た め の 操 作 盤 １ ３ ｆ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 座 部 １ １ の 下 方 の 適 宜 の 位 置 に は 、 送 風 機 ユ ニ ッ ト １ ５ の 駆 動 電 力 を 供 給 す る た
め の 充 電 式 バ ッ テ リ ー １ ８ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 更 に 、 脚 部 １ ４ に は 、 椅 子 １ ０ に 利 用
者 が 着 座 す る こ と に よ る 荷 重 を 検 知 す る た め の セ ン サ ー １ ９ が 組 み 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 利 用 者 が 椅 子 １ ０ に 着 座 し 、 操 作 盤 １ ３ ｆ の 電 源 を Ｏ Ｎ に し て 好 み の 風 量 を 設 定 す る と
、 バ ッ テ リ ー １ ８ か ら の 電 力 に よ り 送 風 機 ユ ニ ッ ト １ ５ が 設 定 さ れ た 風 量 に 応 じ た 出 力 で
動 作 し 、 座 部 １ １ 上 面 、 及 び 、 背 凭 れ 部 １ ２ 前 面 か ら 空 気 を 吸 引 す る こ と で 、 座 部 １ １ 、
背 凭 れ 部 １ ２ と 利 用 者 の 体 の 間 に 籠 も る 熱 が 除 去 さ れ 、 さ ら に 、 吸 引 さ れ た 空 気 が 空 気 噴
出 口 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ か ら 利 用 者 に 向 け て 送 風 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 利 用 者 は 、 肘 乗 せ 板 １ ３ ｂ の 角 度 、 羽 板 １ ３ ｅ の 角 度 、 傾 斜 を 調 整 す る こ と で 、 空 気 噴
出 口 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ か ら の 送 風 方 向 を 変 更 す る こ と が で き 、 利 用 者 は 、 そ れ ぞ れ の 好 み に
応 じ て 、 例 え ば 、 空 気 噴 出 口 １ ３ ｃ か ら の 送 風 を 胸 元 や 顔 の 方 向 に 、 空 気 噴 出 口 １ ３ ｄ か
ら の 送 風 を 膝 や 臑 の 方 向 に 向 け る な ど し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 操 作 盤 １ ３ ｆ の 電 源 を Ｏ Ｎ に し た 状 態 の ま ま 利 用 者 が 離 席 し た 場 合 に は 、 セ ン サ
ー １ ９ が こ れ を 検 知 し て 、 送 風 機 ユ ニ ッ ト １ ５ の 動 作 を 自 動 的 に 停 止 さ せ 、 そ の 後 、 利 用
者 が 再 度 着 席 す る と 、 セ ン サ ー １ ９ が こ れ を 検 知 し て 、 送 風 機 ユ ニ ッ ト １ ５ の 動 作 を 再 開
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さ せ る よ う に な っ て お り 、 こ れ に よ り 、 バ ッ テ リ ー の 電 力 が 無 駄 に 消 費 さ れ る こ と が 防 止
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 バ ッ テ リ ー １ ８ の 充 電 方 法 は 任 意 で あ り 、 例 え ば 、 肘 乗 せ 板 １ ３ ｂ 先 端 に バ ッ テ リ ー １
８ の 電 極 に 接 続 さ れ る 充 電 用 端 子 を 設 け る と と も に 、 椅 子 １ ０ と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る 不
図 示 の 机 の 所 定 の 部 位 に 電 源 端 子 を 設 け 、 利 用 者 が 離 席 時 に 椅 子 １ ０ を 机 に 当 接 さ せ て 収
容 し た と き に 、 充 電 用 端 子 が 机 の 電 源 端 子 に 当 接 し 、 バ ッ テ リ ー １ ８ の 充 電 が 行 わ れ る も
の と す る こ と が 可 能 で あ り 、 或 い は 、 バ ッ テ リ ー １ ８ に 接 続 さ れ る 引 き 出 し 式 の 充 電 用 コ
ー ド を 椅 子 １ ０ の 適 所 に 収 納 し 、 充 電 時 に は 当 該 充 電 用 コ ー ド を 引 き 出 し て 電 源 コ ン セ ン
ト に 接 続 す る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 １ ０ に よ る 効 果 を 確 認 す る た め に 行 っ た 実 験 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 験 は 、 健 康 な 大 学 生 年 齢 の 男 性 ８ 名 、 女 性 ８ 名 の 計 １ ６ 名 を 被 験 者 と し 、 ２ ６ ℃ 、 ２
８ ℃ 、 ３ ０ ℃ の ３ 段 階 の 室 内 温 度 に お け る 椅 子 １ ０ の 送 風 機 能 使 用 時 、 及 び 、 不 使 用 時 の
被 験 者 の 温 冷 感 を ア ン ケ ー ト 形 式 で 申 告 さ せ る こ と に よ り 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 室 内 の 相 対 湿 度 は ５ ０ ％ Ｒ Ｈ と し 、 被 験 者 の 着 衣 量 は 夏 期 の オ フ ィ ス を 想 定 し て
男 性 ０ ． ７ １ ｃ ｌ ｏ 、 女 性 ０ ． ５ ５ ｃ ｌ ｏ と し 、 ま た 、 被 験 者 に は 、 オ フ ィ ス 空 間 で の 歩
行 を 想 定 し た ２ ． ０ ｍ ｅ ｔ の 踏 み 台 昇 降 運 動 を 一 定 時 間 間 隔 で 課 し 、 そ の 他 の 時 間 は 、 執
務 中 の パ ソ コ ン 作 業 を 想 定 し た 、 加 算 テ ス ト 、 テ キ ス ト タ イ ピ ン グ を 課 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 ア ン ケ ー ト は 、 そ れ ぞ れ の 被 験 者 が 感 じ る 温 冷 感 を 、 「 寒 い 」 、 「 涼 し い 」 、 「
や や 涼 し い 」 、 「 ど ち ら で も な い 」 、 「 や や 暖 か い 」 、 「 暖 か い 」 、 「 暑 い 」 の ７ 段 階 か
ら 選 択 し て 申 告 す る も の と し 、 申 告 は 、 入 室 ３ ０ 分 後 、 及 び 、 踏 み 台 昇 降 運 動 直 後 を ０ 分
と し 、 ５ 分 毎 に ７ 回 行 う も の と し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 実 験 で 使 用 し た 本 実 施 形 態 の 椅 子 １ ０ の 風 量 設 定 と 、 座 部 １ １ で の 吸 い 込 み 風 量
値 、 背 凭 れ 部 １ ２ で の 吸 い 込 み 風 量 値 、 及 び 、 空 気 噴 出 口 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ で の 吹 き 出 し 風
量 値 の 合 計 値 と の 関 係 は 、 図 ４ に 示 す 通 り で あ り 、 送 風 機 能 の 使 用 時 に は 、 被 験 者 は 、 そ
れ ぞ れ の 好 み に 応 じ て 風 量 の 設 定 を 行 う も の と し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 実 験 に お け る ア ン ケ ー ト 結 果 を 基 に 、 上 記 ７ 段 階 の 申 告 項 目 を 、 そ れ ぞ れ 、 「 寒 い
」 ： － ３ 、 「 涼 し い 」 ： － ２ 、 「 や や 涼 し い 」 ： － １ 、 「 ど ち ら で も な い 」 ： ０ 、 「 や や
暖 か い 」 ： １ 、 「 暖 か い 」 ： ２ 、 「 暑 い 」 ： ３ の よ う に 数 値 化 す る こ と に よ り 求 め た 男 女
そ れ ぞ れ ８ 名 の 被 験 者 の 平 均 的 な 温 冷 感 の 経 時 変 化 を 図 ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 室 温 が ３ ０ ℃ に 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 椅 子 １ ０ の 送 風 機 能
を 使 用 し た 場 合 で も 被 験 者 の 温 冷 感 を 大 幅 に 改 善 す る こ と は で き な い が 、 室 温 が ２ ６ ℃ 、
及 び 、 ２ ８ ℃ の 条 件 に お い て は 、 送 風 機 能 を 使 用 す る こ と に よ り 、 男 女 と も 温 冷 感 が 大 幅
に 改 善 し 、 送 風 機 能 使 用 開 始 か ら ５ ～ １ ０ 分 程 度 で 、 被 験 者 の 平 均 的 な 温 冷 感 が 「 ど ち ら
で も な い 」 （ 暑 く も 寒 く も な い 状 態 ） に 接 近 し て い く こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 椅 子 １ ０ を 使 用 す れ ば 、 オ フ ィ ス な ど に お け る 冷 房 温 度 を ２ ６ ～
２ ８ ℃ 程 度 の 比 較 的 高 温 に 設 定 し た 場 合 で も 、 そ の 送 風 機 能 を 使 用 す る こ と に よ り 在 室 者
の 温 冷 感 を 快 適 な 状 態 に 保 つ こ と が 可 能 で あ り 、 従 っ て 、 本 発 明 の 椅 子 を 使 用 す る こ と に
よ り 、 オ フ ィ ス な ど に お け る 温 熱 環 境 の 適 正 化 の た め に 必 要 と さ れ る 電 力 量 を 大 幅 に 低 減
さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 送 風 機 能 を 備 え る 椅 子 に つ い て の 説 明 を 行 っ た が 、 本
発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 範 囲 に お い て
種 々 の 改 変 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 空 気 吸 入 口 を 座 部 、 及 び 、 背 凭 れ 部 の 双 方 に 設 け る
場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 空 気 吸 入 口 は 、 座 部 、 及 び 、 背 凭 れ 部 の い ず れ か 一 方 に の み 設
け る こ と も 可 能 で あ り 、 ま た 、 座 部 、 背 凭 れ 部 か ら の 空 気 の 吸 入 を 行 う と と も に 、 座 部 、
背 凭 れ 部 以 外 の 部 分 か ら も 空 気 の 吸 入 を 行 う よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 座 部 、 及 び 、 背 凭 れ 部 の 空 洞 部 、 及 び 、 こ れ に 充 填 さ
れ る 連 続 気 泡 構 造 の 発 泡 樹 脂 に よ り 空 気 吸 入 部 を 構 成 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 例 え
ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 座 部 １ １ 、 及 び ／ 又 は 、 背 凭 れ 部 １ ２ の 空 洞 部 １ １ ａ 、 １ ２ ｂ に
ス ペ ー サ ー １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ を 介 し て 複 数 の 通 気 孔 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ を 形 成 し た ク ッ シ ョ ン １
１ ｂ 、 １ ２ ｂ （ 連 続 気 泡 構 造 、 或 い は 、 独 立 気 泡 構 造 の 発 泡 樹 脂 な ど 、 任 意 の 素 材 よ り な
る ク ッ シ ョ ン を 使 用 で き る ） を 充 填 し 、 こ の 通 気 孔 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ か ら 空 気 の 吸 入 を 行 う
よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 空 気 噴 出 口 を 左 右 の 肘 掛 け 部 の 上 面 、 及 び 、 下 面 に 設
け る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 空 気 噴 出 口 を 設 け る 位 置 や 個 数 は 任 意 で あ り 、 利 用 者 に 涼
風 を 送 風 し 得 る 適 宜 の 箇 所 に 適 宜 の 個 数 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 空 気 噴 出 口 に 羽 板 を 設 け る こ と で 、 指 向 性 の 送 風 が 行
わ れ る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 空 気 噴 出 口 に 微 細 孔 を 多 数 設 け た 拡 散 板 を 取 り 付 け る な
ど に よ り 、 全 部 、 或 い は 、 一 部 の 空 気 噴 出 口 か ら は 拡 散 性 の 送 風 が 行 わ れ る よ う に す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 の 斜 視 説 明 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 の 側 面 説 明 図 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 、 肘 乗 せ 部 の 上 面 図 。 （ ｂ ） は 、 肘 乗 せ 部 の 底 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 に お け る 風 量 設 定 と 、 座 部 、 背 凭 れ 部 で の 吸 い 込
み 風 量 値 、 及 び 、 空 気 噴 出 口 で の 吹 き 出 し 風 量 値 の 合 計 値 と の 関 係 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 の 送 風 機 能 使 用 時 、 及 び 、 不 使 用 時 の 男 女 そ れ ぞ
れ ８ 名 の 被 験 者 の 平 均 的 な 温 冷 感 の 経 時 変 化 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 椅 子 の 側 面 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１ ０  椅 子
１ １  座 部
１ ２  背 凭 れ 部
１ １ ａ 、 １ ２ ａ  空 洞 部
１ １ ｂ 、 １ ２ ｂ  ク ッ シ ョ ン
１ １ ｃ 、 １ ２ ｃ  ス ペ ー サ ー
１ １ ｄ 、 １ ２ ｄ  通 気 孔
１ ３  肘 掛 け 部
１ ３ ｂ  肘 乗 せ 板
１ ３ ａ  支 柱
１ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ  空 気 噴 出 口
１ ３ ｅ  羽 板
１ ３ ｆ  操 作 盤
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１ ４  脚 部
１ ５  送 風 機 ユ ニ ッ ト
１ ５ ａ  吸 入 口
１ ５ ｂ  吹 出 口
１ ６ 、 １ ７  送 風 管
１ ８  バ ッ テ リ ー
１ ９  セ ン サ ー

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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